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永
島
敏
行
さ
ん（
昭
５４
文
）

「
農
」
と
「
食
」
を
語
る

「
長
靴
を
は
い
て
田
ん
ぼ

や
畑
に
入
る
こ
と
が
多
い
」

と
言
う
俳
優
・
永
島
敏
行
さ

ん
（
昭
５４
文
）
は
、
１
９
９

３
年
に
秋
田
県
で
初
め
て
米

作
り
を
体
験
し
て
以
来
、
２

０
０
５
年
か
ら
は
東
京
で
生

産
者
と
消
費
者
が
直
接
出
会

え
る
市
場
と
し
て
「
青
空
市

場
」
を
主
催
。
東
京
・
丸
の
内

な
ど
で
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
。
そ
ん
な
永
島
さ
ん
が

「
農
」
と
「
食
」
へ
の
思
い

を
つ
づ
っ
た
の
が
本
書
だ
。

千
葉
の
豊
か
な
自
然
に
包

ま
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
時

代
、
野
球
に
打
ち
込
み
、
映

画
『
ド
カ
ベ
ン
』
で
映
画
デ

ビ
ュ
ー
し
た
専
大
時
代
の
思

い
出
、そ
し
て
、俳
優
業
と
農

業
と
の
最
初
の
接
点
、「
青
空

市
場
」
の
立
ち
上
げ
と
新
た

に
開
店
し
た
移
動
販
売
の
八

百
屋
に
つ
い
て
触
れ
、「
日
本

の
農
業
を
も
っ
と
元
気
に
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
詰
ま

っ
た
一
書
に
な
っ
て
い
る
。

「
『
農
』
と
『
食
』
は
、

人
間
が
生
き
る
根
本
で
も
あ

り
、
そ
れ
は
役
者
と
い
う
仕

事
を
す
る
う
え
で
も
大
事
な

礎
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
」
と
言
う
。
さ
ら
に

「
目
の
前
の
食
、
自
分
が
食

べ
る
も
の
が
、
だ
れ
が
ど
ん

な
ふ
う
に
作
っ
て
い
る
の

か
、
一
度
で
い
い
か
ら
、
畑

や
田
ん
ぼ
を
見
に
来
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
家
の
光
協
会
・
本
体
１
４

０
０
円
＋
税
）

「
２
０
１
２
年
度
校
友
会
定
時

総
会
」
が
６
月
３０
日
、
名
古
屋
市

内
の
「
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ

ャ
ッ
ス
ル
」
で
開
か
れ
、
校
友
と

そ
の
家
族
、
招
待
者
お
よ
び
大
学

関
係
者
ら
３
８
６
人
が
参
加
し

た
。
名
古
屋
市
で
の
開
催
は
昨

年
、
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
た
め
、
１
年
後
の
開
催
と

な
っ
た
。

物
故
者
黙
と
う
、
校
友
会
役
員

紹
介
の
あ
と
甘
竹
秀
雄
会
長
が

「
本
日
は
多
く
の
校
友
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
校
友
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
愛
知
県
支

部
を
は
じ
め
、
岐
阜
県
連
合
支
部

・
三
重
県
支
部
各
位
の
ご
尽
力
に

感
謝
し
ま
す
。
絆
を
さ
ら
に
強
く

し
て
校
友
会
の
発
展
と
専
修
大
学

へ
の
協
力
と
支
援
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
西
島
篤
師
愛
知
県
支
部

長
・
副
会
長
（
昭
４９
経
済
）
か
ら

名
古
屋
で
の
定
時
総
会
開
催
の
趣

旨
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
来
賓

の
日
髙
義
博
専
修
大
学
理
事
長
・

学
長
が
祝
辞
の
中
で
「
東
日
本
大

震
災
で
は
専
修
大
学
も
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
校
友
会
、

育
友
会
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
復
興
の
め
ど
が
つ
き
ま

し
た
」
と
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
た
。

議
事
で
は
、
水
﨑
保
男
総
務
部

長
（
昭
４４
法
）
か
ら
代
議
員
会
の

諸
報
告
が
な
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
渡
邊
信
育
友
会

長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
全
学
応
援

団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
福
引
抽
選
会
が
催
さ
れ

た
ほ
か
、
海
外
で
も
活
躍
す
る
㈲

花
一
の
三
輪
晃
生
さ
ん
、
愛
さ
ん

ご
夫
妻
に
よ
る
名
古
屋
城
を
テ
ー

マ
に
し
た
生
け
花
の
実
演
も
あ

り
、
全
学
応
援
団
の
リ
ー
ド
で
校

歌
を
斉
唱
し
て
散
会
し
た
。

「
観
光
で
地
元
を
活
性
化

さ
せ
た
い
。
ど
う
し
た
ら

？
」
こ
ん
な
訴
え
に
豊
富
な

国
際
体
験
を
生
か
し
て
活
躍

す
る�
お
助
け
マ
ン
�。
観
光

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
独
自
の
視

点
に
立
っ
た
調
査
・
研
究
事

業
に
取
り
組
む
シ
ン
ク
タ
ン

ク
に
所
属
。

新
潟
・
胎
内
市
の
ま
ち
お

こ
し
に
「
米
粉
で
作
る
ト
ル

テ
ィ
ー
ジ
ャ
」
を
考
案
、
北

海
道
・
阿
寒
湖
で
は
、
観
光

先
進
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

タ
ス
マ
ニ
ア
で
導
入
さ
れ
て

い
る
環
境
認
証
制
度
を
試
行

す
る
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ア
イ
デ
ア
に
、
海
外
で
の

経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

同
公
社
の
な
か
で
は
国
際

協
力
案
件
を
担

う
数
少
な
い
研

究
者
の
一
人
。

国
内
に
加
え
、

７
月
は
１
カ
月

間
エ
チ
オ
ピ
ア

へ
。
危
機
に
あ

る
世
界
遺
産
・

シ
ミ
エ
ン
国
立

公
園
で
、
現
地

ス
タ
ッ
フ
向
け

に
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
分
野
の
技

術
支
援
を
展
開

中
だ
。

サ
ッ
カ
ー
好
き
で
、「
サ
ッ

カ
ー
す
る
な
ら
ス
ペ
イ
ン
語

を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
」

と
、
専
大
経
済
学
部
国
際
経

済
学
科
時
代
、
ス
ペ
イ
ン
と

メ
キ
シ
コ
に
留
学
。
メ
キ
シ

コ
の
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

大
学
で
学
ん
だ
１
年
間
は
中

南
米
全
土
を
駆
け
巡
っ
た
。

午
前
中
の
大
学
の
授
業
を

終
え
る
と
午
後
は
サ
ッ
カ
ー

に
没
頭
。
そ
の
う
ち
本
場
メ

キ
シ
コ
の
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合

格
。
小
柄
な
が
ら
敏
し
ょ
う

な
動
き
を
買
わ
れ
７
カ
月

間
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
フ
ォ

ワ
ー
ド
と
し
て
活
躍
。
６
軍

か
ら
３
軍
ま
で
上
り
詰
め

た
。そ
の
後
数
カ
月
間
、マ
チ

ュ
ピ
チ
ュ（
ペ
ル
ー
）で
観
光

ガ
イ
ド
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務

め
、
イ
ー
ス
タ
ー
島（
チ
リ
）

で
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
作
り
も
。

卒
業
後
は
横
浜
国
立
大
大

学
院
に
進
学
。
国
際
関
係
法

を
研
究
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国

際
協
力
機
構
）
の
メ
キ
シ
コ

事
務
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
体
験
、
中
南
米
の
地
域

振
興
や
開
発
援
助
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
加
わ
っ
た
。
大
学
院

修
了
後
、財
団
法
人（
現
・
公

益
財
団
法
人
）
日
本
交
通
公

社
へ
。「
観
光
を
キ
ャ
リ
ア
に

し
た
い
」と
意
欲
を
燃
や
す
。

「
好
奇
心
旺
盛
で
順
応
性

が
い
い
」
が
自
身
の
評
。
そ

し
て
「
目
の
前
に
訪
れ
た
チ

ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
」
「
人

の
話
を
よ
く
聞
き
、
場
に
溶

け
込
む
」
し
な
や
か
な
感
性

は
、
専
大
の
恩
師
・
狐
崎
知

己
教
授
の
姿
を
見
て
き
た
こ

と
か
ら
培
わ
れ
た
。

「
学
生
時
代
に
吸
収
し
た

一
つ
ひ
と
つ
が
仕
事
の
糧
に

な
っ
て
い
ま
す
」

ロ
ン
ド
ン
五
輪
総
合
馬
術

メ
ン
バ
ー
に
根
岸
さ
ん

馬
術
部
Ｏ
Ｂ
の
根
岸
淳
さ

ん
（
東
武
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ

イ
ン
）が
、ロ
ン
ド
ン
五
輪
総

合
馬
術
の
日
本
代
表
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
。
出

場
種
目
は
調
教
競
技
の
馬
場

馬
術
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
、
障
害
飛
越
の
３
種
目
で

総
合
を
競
う
団
体
競
技
。

ア
ド
ニ
ス
６０
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
６０

号
」
が
７
月
１３
日
に
発
行
さ

れ
た
。
今
号
は
ス
ポ
ー
ツ
特

集
で
、
わ
れ
ら
専
修
人
で
は

Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
バ
ン
タ
ム
級
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
山
中
慎
介
さ

ん
（
平
１７
商
）
を
、
体
育
会

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
陸

上
競
技
部
新
監
督
・
伊
藤
国

光
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し

て
い
る
。

〈
福
岡
支
部
総
会
〉

▽
７
月
２０
日
（
金
）
１８
時
４５

分
開
会
▽
西
鉄
薬
院
駅
か
ら

徒
歩
７
分
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
博
多
」
芙
蓉
の
間

□問
真
鍋
秀
泰
氏
☎
０
９
０

（
７
４
６
６
）
８
３
２
６

〈
苫
小
牧
支
部
総
会
〉

▽
７
月
２０
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
苫
小
牧
駅
か

ら
徒
歩
５
分
「
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
」
□問
池
下

愼
一
郎
氏
☎
０
９
０
（
９
５

１
４
）
３
２
８
１

〈
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
総
会
〉

▽
７
月
２１
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
北
見
駅
か
ら
徒
歩

１５
分
「
北
見
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
」
□問
佐
藤
周
一
氏
☎
０
９

０
（
６
４
４
５
）
８
９
７
３

〈
東
消
お
お
と
り
会
懇
親
会
〉

▽
７
月
２３
日（
月
）１８
時
３０
分

開
会
▽
専
修
大
学
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
１
号
館
１５
階
「
報
恩

の
間
」
□問
伊
藤
幸
永
氏
☎
０

９
０（
１
６
０
５
）１
４
７
７

◀

祝
辞
を
述
べ
る
日
髙
理
事
長
・
学
長

◀

福
引
抽
選
会
の
様
子

◀

会
場
に
は
多
く
の
校
友
が
か
け
つ
け
た

▲ 校友会と母校の発展を願って乾杯（懇親会にて）

－豊富な国際体験で観光地を支援－

▲ あいさつする甘竹会長

（
公
財
）日
本
交
通
公
社
の

研
究
調
査
部
研
究
員
と
し
て
活
躍

い
し

ぐ
ろ

ゆ
う

す
け

石
黒

侑
介
さ
ん

（
平
１８
経
済
）

校
友
会
定
時
総
会

校
友
会
定
時
総
会

名
古
屋
で
２
年
ぶ
り
開
催

＜校友＞

校
友
と
ご
家
族
、関
係
者
ら
３
８
６
人
が
参
加

青
空
市

場

で

会
い
ま
し
ょ
う

▲ 名古屋開催のお礼

を述べる西島愛知

県支部長・副会長

▲ チアリーダー部の演技

▶

三
輪
晃
生
・
愛
さ
ん
ご
夫
妻
に
よ
る

生
け
花
の
実
演
も

▶

来
賓
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
坂
田
隆
石

巻
専
修
大
学
長

▶

大
道
関
も
か
け
つ
け
た
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